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◆むかしんちゅ（先人）の水とのつきあい方を継
承しながら最先端の水管理・防災技術を発信
●水防災・土砂管理技術の最前線
●それを支える先人の築き上げた水とのつき
あい方

◆水を中心としたゆいまーる社会の構築
●水の流れを理解し、参加し価値を共創する
環境教育
●多様な主体が繋がり、生み出す価値

提　言

那覇市で水シンポジウムを開催那覇市で水シンポジウムを開催

サモアへの技術支援
上下水道局では、国際協力の一環としてＪＩＣＡ（ジャイカ）と連携して平成２７年度から「沖縄連携による

サモア水道公社維持管理能力強化プロジェクト」に参加しています。平成29年度も、９月から10月にかけ
ての約１ヶ月間、現地のサモアへ職員を派遣して技術支援を行いました。

【お問い合わせ】 下水道課 TEL：941－7808

水が自然や人に与
えるさまざまな恩恵
と諸問題について、
全国から市民・事業
者・研究機関・行政が
参加し、幅広く議論
や意見交換を行い水
に関する提言を全国
へ発信する「第22回水シンポジウム2017inおきなわ」
が、平成29年10月31日に那覇市（タイムスホール、県
庁）で開催されました。
「美ら水の恵み～沖縄から水との結びつきの大切さを考
える～」をメインテーマとして、講演、分科会、全体会議を行
い、活発な議論が交わされ、以下の提言がなされました。
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クイズ
平成24年度より、上下水道局では水道施設
の耐震化を進めています。平成28年度末の主
要な管の耐震化率は何％でしょうか。
下記の３つからお選びください。
①21.6％　 ②24.5％ 　③32.7％

答えが分かった方は、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで
①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤本誌の感想
をご記入のうえ、次のあて先までご応募ください。
正解者の中から抽選で10名様に図書カード(1,000円
分）を贈呈します。　当選者の発表は賞品の発送をもっ
てかえさせていただきます。

※ご応募の際に得た個人情報は、当選者への賞品の
発送以外使用することはありません。

※ご応募の際に得た個人情報は、当選者への賞品の
発送以外使用することはありません。

全国平均は24.4％で、ほぼ同水準で
の耐震化率です。9ページも見てね！
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〒900-0006　那覇市おもろまち1-1-1
那覇市上下水道局総務課
FAX：941-7821
Eメール：soumu@water.naha.okinawa.jp

平成30年3月16日(金） ※当日消印有効

【お問い合わせ】配水管理課 TEL：941－7806

GPS水道施設情報端末
に施設情報は登録され
ていますか？


